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金 銭、す なわ ち物質 的 な財 産 ・富 は古 代 か ら人 間 と切 り離せ ない も
の であ る。 大 勢 の人 々が 人 間 と金 銭 の関係 を考 えて きた し、 文学作 品
に も主 題 として扱 わ れて い る。代 表 的 な英 文学 作 品 には ウ ィ リアム ・
シ ェ イ クス ピア(WilliamShakespeare)作の 『ベ ニ ス の 商 人 』(The
MerchantofVenice)がある。そ して多 くの場合 にお いて金銭 の主題 は
愛 の主題 と密接 に結 びつ いて る。愛 か金か とい う二者択 一の主 題 も文 学
作 品の重要 な主 題であ る。
本稿 で は、英 文学 史 にお いて 中心 的 な存 在 を 占め てい る2人 の作 家
の作 品、 つ ま り19世紀 に活躍 した チ ャー ル ズ ・デ ィケ ンズ(Charles
Dickens)作の 『ク リスマ ス ・キ ャロル』(AChristmasCarol)と20世
紀 に活躍 したD.H.ロレンス(DavidHerbertLawrence)作の短編小 説 『木
馬 の騎手の勝利 』(TheRocking-HorseWinner)を比 較研究す るこ とに
よって、 あるべ き人間 と金銭の 関係につ いて考察 したい。 『クリスマ ス・
キ ャロル』と 『木馬 の騎 手の勝利 』の両 方 に存在す る ものは子供 であ り、
また大人 の金銭 に対 する執着 である。 しか し、時代が19世紀 と20世紀 と
い うこ とで違 っているため、 当然 両作者の 人間 と金銭 との 関わ り方 の描









『クリスマス ・キャロル』はデ ィケ ンズの数多 くの小説の中にあって
も色あせることがない傑作小説である。彼は1843年に 『クリスマス ・
キャロル』を出版 し、1852年までに5作 のクリスマス小説(Christmas
Books)を書い ている。 また1867年までに20編の 『ク リスマス物 語』
(ChristmasStories)を書いている。このようにクリスマスを主題とす
る多 くの作品を書いたディケンズであるが、その中でも 『クリスマス ・
キャロル』は有名な作品である。特 に子供たちに愛 されている とい う
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ていて、金を何 よりも大切にしている。いわば守銭奴である。時はクリ
スマスイブであ り、街中が クリスマスを祝う準備で忙 しい。彼にはマー
レイ(Marley)という相棒がいたが、マーレイは7年 前に亡 くなったの















お り、その存在が 「寒い、冷たい」 という特徴を持 っている。そ して彼
はそれを全然気にかけないのである。彼は"darkmaster1"(3)と犬から
呼ばれていると描かれているが、人間ではなくて動物から呼びかけられ
るという点や、この作品では愛 を表現するのに用い られている 「白さ」








スクルージには亡 き妹の息子である甥のブ レッ ド(Fred)がいて、
彼の事務所を訪ねて きて、クリスマスには家へ来てほしい と招待する。
ブレッドは輝か しく、若 く、美しく、 きらきらしている。彼は紛れ もな
く善の使者である。 しか し、ブレッドは貧乏である。スクルージは甥に
向かって、貧乏な くせになにを浮かれているのか、 と皮肉を言い、招待
を断 りクリスマスをくだらない、と毒づ く。 しか しブレッ ドは彼に対 し












表 していると思われる。「閉ざした心を他者に開 く」 という思想であ り、
「自分 よ り身分が下の者に対 しても、人間として平等であると考える」
という思想である。このような思想はデ ィケンズが生 きていた19世紀の
みならず、古代から現代にいたるまで普遍的で理想的な思想であると思
われる。 しか し、スクルージは2人 の紳士が彼の事務所ヘクリスマスの
ための寄付金を求めてやって来た時には、貧乏人は刑務所 と救貧院へ収
容されればよい、 と言って2人 を追い払 う。彼は、貧乏人は怠惰 なため
に貧乏だ と考えているのである。 しかし、『クリスマス ・キャロル』が
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ケロウ・チェズニーが 『ヴィク トリア朝の下層社会』で詳しく論 じている(7)。
一方で、市長は壮麗な大邸宅に住んで、50人の料理人や執事 を持ってい



















は彼は1人 で住んでいるのだが、その家の特徴は暗い、佗 しい、悲 しみ
に満ちている、という特徴を備えている。スクルージは心 に寒 さ、冷た
さを持っているため暗さにも平気である。「暗 さは安上が り」(12)なので






あったために彼 を縛っているものだと告白する。マーレイの悲 しみ と苦
しみを聞いたスクルージは、最初はばかばか しいと思っていたのだが、
次第に自身にも当てはめて考えるようになる。マーレイはすべてを金に
換算 して考え生 きていたのであ り、このことは現在のスクルージの生 き








この後3人 の精霊が登場するが、彼 らは 「過去のクリスマスの精霊」、
「現在の クリスマスの精霊」、「未来のクリスマスの精霊」である。過去
のクリスマスの精霊は体が小さくて子供の ようである。スクルージは光













な り、スクルージは一人ぼっちになった。『ロビンソ ン ・クルーソー』
(RobinsonCrusoe)を読んでいたスクルージは もはや本 を読 まな くなっ
て しまった。ここには貧乏が子供の教育にも影響 を与える とい うこと
が書かれている。彼 は、奉公に出されるが、そこの主人 フェジウィッグ
(Fezziwig)は優 しい人で、彼を含む2人 の奉公人を親切に扱 って くれた。
クリスマスには皆で ダンスをして楽 しんだ。人と人 との繋が りが存在 し
てお り、明るく笑いに満ちた世界であった。スクルージはこのような光
景 を精霊か ら見せ られて、心が痛むのを感じる。現在の 自分か らはあま
りにも遠い世界であ り、かつそれが懐かしかったか ら。
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次に精霊がスクルージを連れて行ったのは、彼の会計事務所で働いて
いる事務員のボブ ・クラチ ットの家である。彼には妻 と4人 の子供がい
て、一週間で15シリングの収入 という貧 しい生活をしているのであるが、
家族が仲良 く助 け合 って生きてお り、また温かな笑いで包 まれた生活に
幸福を感 じている。そして、スクルージは、死にたいなら死ねばいい、多























イエス ・キリス トが生まれた時、つ まり子供の誕生の祝日なので、子供
の存在を讃えるものと言える。ディケンズは 『クリスマス ・キャロル』
を書 くに当た り、子供というものを讃えているのであ り、また大人もと
きどき子供心に帰ることが必要であ り、それにはクリスマスが最適な季
節であると考 えているのである。クリスマス という祝 日は、イギリスで

















上の引用では 「無知」 と 「貧困」が描写されている。2人 の子供たちは
親から虐待 されているために精霊に助けを求めているのであろう。教育
を受けることが仕事に就ける条件であ り、そのため 「無知」 も 「貧困」
もなくさなければならないのである。ディケ ンズの他の小説では、親が
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巻 き込 まれるということなのであろう。 このような思想 はまさに大人に






の生 き方の複雑さを描いている点では、 リア リスティックな作品である
と言える。
スクルージは夢の中で4人 の幽霊及び精霊に会って、今までの自分の
生き方を反省 させ られる。夢か ら目を覚 ます と12月25日でクリスマスで
あった。彼は生 まれ変わって、温かな優 しい心を持つ ようになり、人々
































D.H.ロレンス作 の 『木馬の騎手の勝利』も、 また、金銭 に執着 した
女性を主題 としている短編小説であるが、これは 『クリスマス ・キャロ
ル』とは異なって、悲劇的な結末を迎えている。ロ レンスが生まれた時
代は、ヴィク トリア朝後期であ り、イギ リスは大英帝国として発展 して
いたが また下 り坂になっていた時代である。一方、産業 ・機械文明はど
んどん成長し、その結果貧富の差がます ます開き、イギ リスでは労働者
がス トライキを繰 り返 し行った時代である。大勢のイギ リス人たちは金
持ちになることを追及 していた。女性の地位向上を 目指す運動 も活発に
なり、女性 も大学教育まで受け られるようになり、その結果 として社会
で働 くことができるようにな り、普通選挙が実施された。 しか し、1914













愛はごみ くずに変化 して しまった」(27)と書かれ、美 しい2人 の子供に
対 して愛情 を持つことができす、負担に思うようになったことが分かる。
彼女の一家は、庭付 きの心地よい家に住み、召使 もお り、近隣の所帯の
うちでは社会的に優れた存在であることが分かる。 しかし、彼女の一家
は不幸である、 と書かれている。その理 由は 「十分な金がない」(28)た
めである。『クリスマス ・キャロル』の時代に比べれば、『木馬の騎手の
勝者』で描かれている女性の物質的な生活環境は、申し分なく良いもの
である。彼女は中流階級に属 してお り、立派な家具を持ってお り、夫婦
ともに働いている。だが、2人 とも趣味が高尚でそれに金がかかる。子
供たちは高価で見事なおもちゃを持っている。このように、『クリスマス・
キャロル』で描かれている貧乏なブレッ ドの家族やボブ ・クラチ ットの
家族や、スクルージの昔の婚約者の暮 らしよ りも、女性の生活環境は恵




ぜ家には車がないのか、と問う息子に 「貧乏だから」 と答えている。 し
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嫌であ り、お金に執着 しているので、子供たちのことを本気で思う心の
余裕がないのであろう。
「運 とはお金をもたらす もの」(3Dという母親の言葉を信 じたポールは、
庭師のバセ ット(Bassett)と叔父のオスカー ・ク レスウェル(Oscar




彼を信 じるようになる。3人 は、まず、5千 ポ ンドを儲ける。そ してそ
れを1千 ポ ンドつつ母親の誕生日にひそかに渡す ことにしたのだが、初
めて1千 ポ ンドを贈 られた時、彼女は、喜ぶどころか、5千 ポ ンドをま

























上 の引用 で、ポー ルの父親が 名門イー トン校 の出身者であ り、ポー ル も
また イー トン校 を 目指 して いる、 と書 かれて いるので、彼 の家 族 は中流
の上の 階級 であ る とも思 われる。 この短 編小説が発 表 され たのは1925年
であ り、この時代 にお いては、イー トン校 へ通 えるのは、まだ社会的 に上 ・
中流階級 の子弟で あったか らである。家庭 の 中には冬で も花が飾 られ て
お り、母 親は この上 ないぜ いた くを し、ポー ルはイー トン校へ 入 るため
に家庭 教師 か らラテ ン語 や ギ リシア語 を学 んでい る。 この よ うに、 『ク
リスマ ス ・キ ャロル』の家族 と比 較す れば、教育上 も生活用 品 も暮 ら し
ぶ りも、ポール の家 族 は遥 かに優 れて い るので ある。
だが、 ポールが本 物の馬 ではな く、 自分の寝室 に隠 した木馬 とい うお
もち ゃの馬に乗 って、天か ら啓示 を受 けて競馬の勝 ち馬 を予想す る とい
うことに よ り、 これ まで3人 は金 を儲 けて きたの である。あ ま りに も非
現 実的 であ り、無 謀 なや り方 である。 これ は彼 に運 があ った ためで はな
くて、偶然の結 果で あろ う。それゆ え、ポ ールの予 想 も外 れる ことが あ り、




consequenceofmeritoreffort'があ り、悪 運の意味 も入 っているのだが 、
母 親 は② の意味 しか考 えていない(33>。しか し、① の うちの 「悪運」 とい
う意味が働 い て、ポールの悲劇 を招 いたの である。 ポー ルは、`lucre'「金
銭 」 を`luck'と聞 き間違 えて、母親 に`luck'は金 をもた らす もの と
教 え られる(34)。母親 は、この ように`luck'を実際的 な もの と捉 え、い
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つ も頭を痛めているので、ロレンスの理想 とする本能や直観を大切にす
る生 き方 とは異なった生 き方 をしている人間である。`luck'は、ロレ




想 してそれが勝ったのだが、ポール自身は命を落 として しまう。 これ も
ひとえに母親を喜ばせ、彼女の愛情を得たいがためであった。
母親はマラバーが勝 ったことによって8千 ポン ド以上 を手 に入れ る
が、代わりに息子を失う。金は息子の命を代償 として奪い取った。母親
は初めてヘスター(Hester)という名前であることが分かる。彼女は息





罪 を犯す。ディケ ンズは、『クリスマス ・キャロル』で、金に勝る人間
関係の温か さを説いているが、これは貧 しい4つ の家庭の描写が善良 さ





とが難 しいゆえに現実的な物語となっている。しか し、「運」は 「知識」




のと唱えたロレンスには、「運」 を頭で 「知 る」 ことがで きると思い違
いしたポールを死に追いやった母親ヘスターの愛のない生活を批判 して
いると思われる。彼女は愛のない生活の代償 として金で買える物質的な
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